
扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

普通建設
　事業費

災害復旧
　　事業費

積立金

人件費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公債費

その他
（議会費・労働費など）

■歳出目的別決算額の構成■歳出性質別決算額の構成

繰出金等

その他

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

平
成
17
年
度

決
算
報
告

繰入金・繰越金

諸収入

その他（地方譲与税など）

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

その他（使用料及び手数料など）

町税

181 億 6248 万円

依
存
財
源

自
主
財
源

平
成
17
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
行
政

活
動
の
た
め
の
お
金
が
ど
こ
か
ら
来

て
、
何
に
使
わ
れ
た
か
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

17
億
1
千
万
円
を
積
立
て

歳
出
の
決
算
額
は
、
１
７

８
億
３
３
５
４
万
円

で
し
た
。
人
件
費
に
お
い
て
は
、
27

億
９
０
３
万
円
で
対
前
年
度
よ
り
２

億
８
８
８
９
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
8
億

７
５
０
０
万
円
の
繰
上
償
還
を
行
っ

た
た
め
、大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、積
立
金
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

合
併
に
伴
う
地
域
の
振
興
の
た
め
合

併
振
興
基
金
17
億
１
１
０
０
万
円
の

積
立
て
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

合
併
に
向
け
た
大
型
事
業
の
完
成

に
よ
り
22
億
５
８
９
２
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
は
104
・
７
％

　

経
常
収
支
比
率
は
、
昨
年
度
の
１

０
２
・
１
％
か
ら
１
０
４
・
７
％
と

な
り
ま
し
た
。
上
昇
し
た
主
な
要
因

は
、
人
件
費
・
補
助
費
が
減
と
な
っ

た
も
の
の
、
老
人
保
護
措
置
費
の
一

般
財
源
化
に
よ
る
扶
助
費
の
経
常
充

当
一
般
財
源
の
増
、
国
保
・
老
人
・

介
護
特
別
会
計
や
公
営
企
業
へ
の
繰

出
金
の
増
、
大
雪
に
よ
る
除
雪
関
係

経
費
の
増
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

交
付
税
は
3
億
4
千
万
円
増

歳
入
の
決
算
額
は
、
１
８

１
億
６
２
４
８
万
円

で
、
町
税
や
分
担
金
、
負
担
金
、
使

用
料
な
ど
自
主
財
源
の
比
率
は
23
・

７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源

で
多
い
も
の
は
、
町
税
17
億
３
５
８

７
万
円
と
繰
入
金
・
繰
越
金
20
億
５

６
６
５
万
円
で
す
。
繰
入
金
が
多
い

の
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
（
前
年
度

対
比
△
１
億
４
０
０
０
万
円
）
の
減

額
へ
の
補
て
ん
、
公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
に
基
づ
い
た
繰
上
償
還
を
８

億
７
５
０
０
万
円
行
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
最
低
で
あ
っ
た

昨
年
度
よ
り
３
億
４
４
８
４
万
円
の

増
で
あ
り
、そ
の
主
な
増
加
要
因
は
、

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
金

廃
止
に
伴
う
一
般
財
源
化
（
普
通
交

付
税
へ
振
り
替
え
）に
よ
る
も
の
や
、

合
併
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
特
別
交
付
税
措
置
な
ど
が
加

算
さ
れ
た
た
め
で
す
。

財政用語解説（１）

自主財源：町税、分担金及び負担金、使用料、手数料、
財産収入、繰入金、諸収入など自主的に収入し得る財源

依存財源：地方交付税、国庫支出金、県支出金、地方
譲与税、地方債など、自主財源以外の収入

町税：町民税、固定資産税などみなさんが納めた税金

繰入金：町の基金からの繰入金 

諸収入：町税の延滞金など他の収入科目に含まれない
収入

地方交付税：地域間の税源の不均衡を調整し、すべて
の地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供でき
るようにするために、国が地方公共団体の一般財源と
して配分する税

国庫支出金・県支出金：各種事業に対する国・県から
の補助金など

町債：資金調達などのための長期借入金

人件費：議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、職員
給与、地方公務員共済組合負担金など

扶助費：社会保障制度の一環として、生活保護法、児
童福祉法、老人福祉法などに基づき、生活を維持する
ために支出される経費や各種扶助の経費

公債費：町債の元利償還金および一時借入金の合算額

普通建設事業費：道路、学校など公共用または公用施
設の建設事業に要する経費

物件費：人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外
の消費的性質の経費の総称。臨時職員の賃金、需用費
（消耗品等）、役務費（郵便料、火災保険等の保険料等）、
備品購入費など

補助費：各種団体への補助金、奥能登クリーン組合や
宇出津病院への負担金など

繰出金等：一般会計と特別会計、または特別会計相互
間で支出される経費
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平成 16 年度
平成 17年度

12 億 1591 万円

構成
比
（％
）

14.
3

構成
比
（％
）

18.
5

9.1

12.
4

4.5

7.9

6.9

19.
5

6.9

176 億 7839 万円

25 億 2618 万円

32 億 7409 万円

16 億 900 万円

21 億 9945 万円

7億 8627 万円

13 億 9210 万円

12 億 1955 万円

34 億 5584 万円

12 億 3578 万円

35 億 3300 万円

25 億 6637 万円

15 億 7966 万円

12 億 3397 万円

6億 1275 万円

16 億 3601 万円

10 億 7101 万円

43 億 6499 万円

178 億 3354 万円

19.
8

14.
4

8.9

6.9

3.4

9.2

6.0

24.
4

7.0

平成 17 年度 構成
比
（％
）平成 16年度 構成

比
（％
）

176 億 7839 万円
178 億 3354 万円

29 億 9792 万円

7億 6703 万円

34 億 5398 万円

13 億 9148 万円

2億 490 万円

19 億 8206 万円

50 億 390 万円

2億 4926 万円

2億 3927 万円

12 億 6435 万円

1億 2424 万円

17.
0

4.3

19.
5

7.8

1.2

11.
2

28.
3

1.4

1.4
7.2
0.7

27 億 903 万円

7億 7346 万円

43 億 6492 万円

14 億 9941 万円

2億 8602 万円

17 億 2473 万円

27 億 4498 万円

3億 6028 万円

17 億 3845 万円

15 億 536 万円

1億 2690 万円

15.
2

4.3

24.
5

8.4

1.6
9.7

15.
4

2.0

9.8

8.4
0.7

平成 17 年度 構成
比
（％
）

■歳入決算額の構成

平成 16年度 構成
比
（％
）

16 億 8214 万円

13 億 944 万円
5億 4060 万円5億 7940 万円

71 億 7387 万円

7億 9250 万円

13 億 7818 万円

37 億 8895 万円

6億 8562 万円

179 億 3070 万円

7.3

3.0
3.2

40.
0

4.4

7.7

21.
2

3.8

9.4
17 億 3587 万円

20 億 5665 万円

4億 2677 万円

9514 万円

75 億 1871 万円

10 億 5969 万円

7億 8858 万円

38 億 1170 万円

6億 6937 万円

11.
3

2.3
0.5

41.
4

5.8

4.4

21.
0

3.7

9.6

181 億 6248 万円



第３回

定例会

議
会

策
定
さ
れ
た
能
登
町
総
合
計
画
の
実
現
に
向

け
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
、
特
に
地
域

格
差
の
是
正
が
急
が
れ
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
や
地

域
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
高
度
情
報
化
に
対
応
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
が
緊
急
の
課
題
で
す
。
ま

た
、
平
成
17
年
度
完
成
の
海
洋
深
層
水
取
水
・
加

工
施
設
の
利
活
用
の
充
実
、
寺
田
川
ダ
ム
建
設
事

業
、
新
町
通
り
線
街
路
整
備
事
業
な
ど
の
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
早
期
完
成
も
強
く
要
望
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
財
政
状
況
は
経
常
収
支
比

率
が
１
０
０
％
を
超
え
る
な
ど
、
危
機
的
な
状
態

で
あ
り
、
平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
行
財
政
改
革

大
綱
や
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
強
力
に
推
進
し
、
事

務
事
業
の
見
直
し
や
行
政
組
織
の
改
編
、
公
共
施

設
の
統
合
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
財
政
構
造
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
公
債
費

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
今
後
も
計
画
的

な
繰
上
償
還
を
実
施
し
、
さ
ら
に
投
資
的
経
費
の

見
直
し
に
よ
る
地
方
債
の
発
行
を
抑
制
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
合
併
に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
な
が
ら
施
策
を
実
行

し
、
で
き
る
だ
け
短
い
期
間
に
、
ひ
と
つ
の
町
と

し
て
本
来
あ
る
べ
き
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

財
源
の
大
部
分
（
特
に
地
方
交
付
税
）
を
国

の
施
策
に
頼
っ
て
い
る
当
町
に
と
っ
て
、

将
来
の
計
画
的
な
財
政
運
営
に
も
限
界
が
あ
り
ま

す
。
今
後
の
地
方
分
権
が
過
疎
地
域
で
も
円
滑
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
財
源
調
整
機
能
を
意
識
し

た
地
方
交
付
税
改
革
を
国
・
県
な
ど
に
強
く
要
望

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
度

決
算
報
告

■特別会計決算の状況
区　　　分 歳　入 歳　出 差　引

有線放送事業 2億 7491 万円 2億 6562 万円 929 万円
国民健康保険（保険事業勘定） 26 億 9426 万円 25 億 6194 万円 1億 3232 万円
国民健康保険（直営診療施設勘定） 889 万円 756 万円 133 万円
老人保健 33 億 8956 万円 33 億 8956 万円 ー
介護保険（保険事業勘定） 22 億 1355 万円 21 億 8124 万円 3231 万円
介護保険（サービス事業勘定） 1億 886 万円 1億 886 万円 ー
観光施設 7061 万円 7061 万円 ー
公共下水道事業 11 億 7983 万円 11 億 5166 万円 2817 万円
農業集落排水事業 5億 7948 万円 5億 6514 万円 1434 万円
漁業集落排水事業 1億 9276 万円 1億 8421 万円 855 万円
浄化槽整備推進事業 3723 万円 3581 万円 142 万円
簡易水道事業 3億 3760 万円 3億 3757 万円 3万円

■企業会計決算の状況
区　　　分 収　入 支　出 収　支

水道事業会計
収益的収支 4億 3948 万円 3億 6475 万円 7473 万円
資本的収支 5億 3340 万円 6億 9995 万円 △ 1億 6655 万円

病院事業会計
収益的収支 24 億 6815 万円 26 億 8782 万円 △ 2億 1967 万円
資本的収支 1億 4118 万円 2億 487 万円 △ 6369 万円

（％）
18.0

17.0

16.0

15.0

14.0

13.0

12.0

11.0

10.0

9.0

8.0

（％）
105.0

102.5

100.0

97.5

95.0

92.5

90.0

87.5

85.0

82.5

80.0
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第
3
回
能
登
町
議
会
定
例
会
は
、

9
月
5
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会

期
を
15
日
ま
で
の
11
日
間
と
し
、
平

成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案
19
件
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
る
諮
問
1

件
、
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
、
特

別
会
計
な
ど
の
決
算
の
承
認
を
求
め

る
認
定
13
件
、
請
願
2
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　

諮
問
１
件
に
同
意
し
た
あ
と
、
認

定
13
件
は
組
織
さ
れ
た
決
算
特
別
委

員
会
（
委
員
長

：

竹
中
初
男
）
に
、

そ
の
他
の
議
案
は
各
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
17
年
度
決
算
を
認
定

　

採
決
で
は
、
認
定
13
件
は
原
案
の

と
お
り
認
定
さ
れ
、
議
案
19
件
も
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
請
願
2
件
は
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
持
木
町
長
か
ら
総
合

計
画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
の
議
案

1
件
と
、
議
会
か
ら
定
数
条
例
改
正

に
つ
い
て
な
ど
の
議
会
議
案
3
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

能
登
町
総
合
計
画
を
可
決

　

総
合
計
画
基
本
構
想
は
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
議
案

に
つ
い
て
は
、
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ

れ
、
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
と
官
工
事
の
請
負
等

に
係
る
町
議
会
議
員
の
関
与
を
排
除

す
る
決
議
の
2
件
は
、
無
記
名
投
票

の
結
果
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
可
決
さ
れ
た
議
案
20
件

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）、
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）、
観
光
施
設
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）、
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、
浄

化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）、
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）、
能
登
町
地

区
集
会
所
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
、
能
登
町
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
、
石
川
県
市
町
村
消
防

団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て
、
辺
地
に
係
る
公

共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
、
新
た
に
生
じ
た
土
地
の

確
認
に
つ
い
て
、
字
及
び
小
字
の
区

域
の
変
更
に
つ
い
て
、
新
た
に
生
じ

た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て
、
字
及
び

小
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
、
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
18

年
度
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進

交
付
金
伝
送
路
工
事
）、
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
18
年
度
農

村
振
興
情
報
基
盤
整
備
事
業
能
都
・

内
浦
地
区
伝
送
路
工
事
）、
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
18
年
度

防
災
行
政
告
知
整
備
事
業
屋
外
拡
声

設
置
工
事
）、
能
登
町
第
１
次
総
合

計
画
の
基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

◆
同
意
さ
れ
た
諮
問
1
件

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て
▽
田
中
順
子
さ
ん
（
姫
）
と
堂

前
弘
子
さ
ん
（
笹
川
）
を
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
と
し
て
適
任
と
す
る

◆
認
定
さ
れ
た
決
算
13
件

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
有
線
放

送
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
、
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
、
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
、
観
光
施
設
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
、
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
、
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
、
浄
化
槽
整
備
推
進

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
、
水
道
事
業
会
計
決
算
、
病
院
事

業
会
計
決
算
（
全
て
平
成
17
年
度
）

◆
採
択
さ
れ
た
請
願
2
件

町
道
矢
波
２
号
線
（
茨
町
線
）
の
道

路
改
良
工
事
の
早
期
実
施
に
つ
い
て

▽
請
願
者

：

矢
波
区
長

道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て
▽
請
願
者

：

坪
根
町
内
会
長

◆
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案
1
件

能
登
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
総
務

常
任
委
員
会
を
11
人
か
ら
6
人
に
、

文
教
常
任
委
員
会
と
保
健
福
祉
常
任

委
員
会
を
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

し
10
人
を
7
人
に
、
産
業
建
設
常
任

委
員
会
を
10
人
か
ら
7
人
に

◆
否
決
さ
れ
た
議
会
議
案
2
件

能
登
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
無
記
名
投
票　

賛
成
18
、
反
対

20
、
白
票
1

官
工
事
の
請
負
等
に
係
る
町
議
会
議
員

の
関
与
を
排
除
す
る
決
議
に
つ
い
て

▽
無
記
名
投
票　

賛
成
15
、
反
対

18
、
白
票
4
、
無
効
2

40
人
最
後
の
議
会

16.4

17.3

17.5

平成 15 年度

16
17

96.4

104.7

平成 15 年度

16
17

102.1

11.3

11.9

能登町

県内平均

■起債制限比率の推移

89.5

能登町

県内平均

■経常収支比率の推移

92.2
未発表

未発表

財政用語解説（２）
・起債制限比率
　地方債の許可制度にかかる
　指標で、20％を超えると
　起債が一部制限される。

・経常収支比率
　財政の弾力性を示す数字
　で、数字は低い方がよい。
　数値が低いほど自由に使え
　るお金が多い。



※印の投票所は午後６時まで
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能登町
議会議員選挙

投票区 投票所（予定） 区　　　　　域

第１
能都社会福祉会館（能都庁舎）
3階研修室

宇出津の一部（天保島、天徳町、本町、大蔵町、浜町、酒垂町、大竹町、中組、
桜町、三番町、中島町、浜小路、川原町、新村本町、新村浜町、昭和町、音羽町、
小棚木、大棚木、城野町、城山）

第２ 宇出津小学校　1階ロビー
宇出津の一部（仙人町、立町、横町、上田町、上町、中町、大橋組、錦町、栄町、
上岩屋町、下岩屋町、漆原、梅ノ木、平体、大平、源平）
宇出津新港、藤波の一部（辺田ノ浜、柳倉）

第３ ひばり保育所　遊戯室 崎山、藤波の一部（四明ケ丘）
第４※ 三波公民館　集会室 藤波の一部（間島）、波並
第５※ 矢波集会所 矢波、猪平
第６ 神野公民館　ホール 宇加塚、鶴町、曽又、藤ノ瀬
第７ 鵜川公民館　図書室 七見、鵜川、小垣の一部（一の谷をのぞく）

第８※ 瑞穂公民館　和室
柿生、瑞穂、爼倉、山田の一部（上三田をのぞく）、武連、本木、
小垣の一部（一の谷）

第９※ 宮地生活改善センター　集会室 宮地、鮭尾、山田の一部（上三田）、太田原、柏木
第 10 柳田体育館 柳田、笹川、石井、国光、鴨川、五十里、十郎原
第 11 小間生公民館　会議室 上長尾、小間生、桐畑、鈴ケ嶺、久田
第 12 上町地区生活改善センター　和室 合鹿、上町、天坂、寺分、五郎左エ門分
第 13※ 岩井戸公民館　会議室 黒川、大箱、北河内
第 14※ 当目地区多目的研修集会センター 当目
第 15※ 斉和多目的集会所 中斉、神和住
第 16 内浦福祉センター　1階集会場 松波、恋路、明生、布浦
第 17※ 上区集会場 上、滝之坊、田代、駒渡
第 18 不動寺公民館　集会室 宮犬、不動寺、行延、時長、山中、満泉寺、国重
第 19※ 秋吉公民館　集会室 九里川尻、秋吉、河ケ谷、清真
第 20 白丸保育所　遊戯室 立壁、四方山、白丸、内浦長尾、新保
第 21※ 能登勤労者プラザ　体育館 市之瀬、明野、越坂
第 22 小木地区活性化センター　ロビー 小木
第 23 高倉保育所　遊戯室 姫、真脇、羽生
第 24※ 小浦地区集会所 小浦、羽根

■投票所は 24カ所です。当日投票される方は確認を！
　町が予定している投票所は下記のとおりです。合併前に旧能都町、旧柳田村が 100 人未満の投票所を統合し、能登町初め
ての選挙（町長選挙・無投票）では 39 カ所を設置しました。その後、選挙管理委員会委員が全投票所の施設を視察し、選
挙人減少による統合、投票所環境の平準化、事務の効率化などを考慮して現在の 24 カ所となっています。

◆
投
票
時
間  

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

（
第
４
・
５
・
８
・
９
・
13
・
14
・
15
・
17
・
19
・

21
・
24
投
票
区
は
午
後
６
時
ま
で
）

◆
有
権
者
に
つ
い
て

　

昭
和
61
年
10
月
23
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
平
成
18
年
７
月
16
日
ま
で
に
能
登
町
に
住

民
登
録
を
行
い
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
能
登

町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
が
有
権
者
で
す
。

◆
入
場
整
理
券
に
つ
い
て

　

入
場
整
理
券
は
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
住

所
へ
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
民
登
録
と
現
住

所
が
異
な
っ
て
い
る
方
は
、
入
場
券
が
届
か
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
入
場
整
理
券

が
な
く
て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
当
日

選
挙
権
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

任
期
満
了
に
よ
る
能
登
町
議
会
議

員
選
挙
が
、
10
月
22
日
㈰
に
執

行
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

３
月
に
は
石
川
県
知
事
選
挙
が
行
わ

れ
、
み
な
さ
ん
も
各
投
票
所
で
投
票

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
能
登
町
単
独
で

の
初
め
て
の
選
挙
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
た
め
て
自
分
が
投
票
す
る

投
票
所
の
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

10月22日㈰執行予定

町民の代表、選ぶのはあなたです。

■期日前投票所の場所と開設時間
開設期間 投票所名 投票時間

10 月 18 日㈬～
　10 月 21 日㈯

能都庁舎　2階 202 会議室
午前 8時 30 分～
　　　　午後 8時

柳田庁舎　1階事務室

午前 10 時～
　　　　午後 7時

内浦庁舎　1階ロビー

10 月 19 日㈭～
　10 月 21 日㈯

鵜川支所　図書室

小木支所　ロビー

忘れずに投票しましょう！

問選挙管理委員会（役場総務課内）☎ 62-8510

今回の定数は 20人、次回から 18人に
　町村合併に伴いさまざまな協議が合併
協議会で行われた中、議会議員の任期や
定数については約１年にわたり審議されました。
　その結果、市町村の合併の特例に関す
る法律による特例を適用し、定数を 18
人、合併後の初めての選挙では 20 人と
す る こ と、 在 任 期 間 を 平 成 18 年 10 月
末日までとすることが承認されました。

※地方自治法で定める定数は、人口２万人以上で
　26 人を超えない人数となっています。

◆
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
現

在
出
稼
ぎ
な
ど
で
能
登
町
以
外
に
在
住
さ
れ
て

い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、事
前
に
宣
誓
書（
請

求
書
）
を
取
り
寄
せ
、
必
要
事
項
を
記
入
し
選

挙
管
理
委
員
会
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求

の
あ
っ
た
現
住
所
へ
投
票
用
紙
お
よ
び
不
在
者

投
票
用
封
筒
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

○
期
日
前
投
票
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

期
日
前
投
票
は
、
宣
誓
書
（
請
求
書
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票
の

よ
う
に
不
在
者
投
票
用
封
筒
を
使
わ
な
い
た

め
、
簡
単
で
投
票
し
や
す
い
制
度
で
す
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な
ど

で
出
か
け
る
方
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票
所
に

行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

開
設
期
間
中
で
あ
れ
ば
、
ど
の
投
票
所
で
も

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■開票は午後８時 20分から
　開票作業は、午後 8時 20 分から能都社会福祉会館 4階大集会場で行われる予定です。なお、開票速報番組を有線放送で
放送する予定にしています。


